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おわりに

本書をお手に取っていただき誠にありがとうございます。

　太平洋戦争・沖縄戦終結の1945年から77年が経過し、昨年、沖縄は1972
年の本土復帰から50年を迎えました。沖縄県では、先の大戦において、住民
を巻き込んだ過酷な地上戦が繰り広げられ、多くの尊い命が失われ、豊かな
自然とかけがえのない文化遺産が破壊されました。

　このような体験をとおして、私たち沖縄県民は、命の尊さと平和の大切さを
肌身で感じながら、世界の恒久平和の実現を強く求め続けています。

　本県では令和元年度から、より平和への行動を促すことを目的として「沖
縄平和啓発プロモーション事業」を実施しており、一人ひとりが沖縄戦の実相
や歴史的教訓を学び、平和の尊さを考える機会をつくり、行動していくための
きっかけとする取組を進めております。

　令和４年度は、これまでに蓄積された沖縄戦体験談や資料を活用して、沖
縄戦の実相や歴史的教訓を正しく次世代に継承し、平和を希求する「沖縄の
こころ」を広く伝えるため、東京都でのシンポジウムや県内外で児童生徒等を
対象としたワークショップ、平和教育指導者養成講座などを実施しました。

　今後とも、平和を希求する「沖縄のこころ」が県内外、さらに世界中に伝わ
り、恒久平和の実現に寄与することを目指してまいりますので、引き続き、本県
の平和行政の取組に対するご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月10日　　
沖縄県子ども生活福祉部女性力・平和推進課

はじめに

平和で公正な社会をつくる

イベントの開催、出前授業実施等において、
様 な々方々 とのパートナーシップを大切にしました。
　沖縄県内に留まらず、県外にも「沖縄のここ
ろ」を「対話」を通して届けていますが、大事な
テーマは平和で公正な社会をつくることです。
　「あなたはどんな未来を描いていきたいです
か？」「あなたにとっての平和」って何ですか？と、
問い続け、皆さまと作り上げた時間でした。
　本報告書は、本事業を通じて学んだことを、次
世代の方々に伝えたいと願い、また授業等での
活用を願って作成しております。　　
　ダイジェスト版報告書やホームページもござい
ますので、併せてご覧下さい。

糸満市立糸満中学校出前授業風景より



事業の視点

沖縄平和啓発プロモーション事業
　本事業では、これまでに蓄積された沖縄戦体験談や資料を活用して、沖縄戦の実相
や歴史的教訓を正しく次世代に継承し、平和を希求する「沖縄のこころ」を広く伝えるため、
東京都でのシンポジウムや児童生徒等を対象としたワークショップなどを実施しました。
　事業の内容を、以下５つの視点で報告します。

次世代への継承
平和教育の授業やプログラムとして、沖縄の
経験を届け、対話の時間を作りました。

イベントを通して出会う
子どもから大人まで、各層に届く場面・機会を考え
県内外で実施しました。

シンポジウム等を通して県外へ発信
沖縄のことを知ってもらうと同時に、全国の
皆さまとの戦争や平和を考える時間を設け
ました。

平和教育教材
次世代への継承のためにも、教材やカリキュラム開発
が重要であると考え、教育者の学びの場づくりを大事
にしました。

広報活動
平和を希求する「沖縄のこころ」を県内外の
多くの方 へ々発信しました。
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次世代への継承

平和教育の授業やプログラムとして、沖縄の
経験を届け、対話の時間を作りました。



学 校向け

平和教育プログラム
県内では、難民問題から沖縄戦前後の歴史的な史実を参加型学習で提供しました。
県外では、沖縄をまずは知ってもらうクイズの導入から沖縄戦の実相、慰霊の日の
取り組み、沖縄の歴史をテーマに授業を提供しました。

公立大学法人名桜大学
「難民から沖縄戦
  人の移動から考える平和」
■ 実施日：10月 20日
■ 学　年：国際学入門受講生
■ 人　数：150人

沖縄県立真和志高校
「難民から沖縄戦
  人の移動から考える平和」
■ 実施日：11月 15日
■ 学　年：高校3年生
■ 人　数：33人

東村立東中学校
「世界のウチナーンチュと
  平和」
■ 実施日：12月９日
■ 学　年：中学校 1~3年生
■ 人　数：21人

糸満市立糸満中学校
「世界のウチナーンチュと
  平和」
■ 実施日：12月 12日
■ 学　年：中学校 3年生
■ 人　数：158人

嘉手納町立屋良小学校
「世界のウチナーンチュと
  平和」
■ 実施日：1月 24日
■ 学　年：小学校6年生
■ 人　数：50人

沖縄
県内

1,072人合
計

プログラム参加者
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上牧小学校(奈良県)
沖縄のこころ、命の対話
～沖縄の戦争、平和のつくりかた～
■ 実施日：11月 11日
■ 学　年：小学校６年
■ 人　数：41人

調布北高校(東京都)
「命の対話
～沖縄戦にみる戦争と平和～」
■ 実施日：11月 17日
■ 学　年：高校２年生
■ 人　数：185人

関東学院大学(神奈川県)
「世界のウチナーンチュと
  平和」
■ 実施日：11月 24日
■ 大学内国際交流企画
■ 人　数：20人

同志社中学校(京都府)
「世界の難民から沖縄戦
～沖縄のこころ、命の対話～」
■ 実施日：11月４・７・８日
■ 学　年：中学 1年生
■ 人　数：360人
※オンラインによるハイブリット開催

沖縄
県外

忍海小学校(奈良県)
沖縄のこころ、命の対話
～沖縄の戦争、平和のつくりかた～
■ 実施日：11月 11日
■ 学　年：小学校４年
■ 人　数：54人
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